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 「エスノグラフィを書く」 
 

従来エスノグラフィは、地域
研究者、人類学者、社会学
者などがフィールドワークで
得た知見を記述する手法で
した。現在では質的な調査結
果をまとめる方法として、
様々な学術分野やビジネス
の世界にも浸透しつつありま
す。これまで地域研究は、エ
スノグラフィを書くことをめ
ぐって、人々の視点をいかに
表象するかという自問を繰り
返してきました。 

対話のチャンネルをひらく 



本セミナーでは、そうし
た問題を、エスノグラフィ
が社会に何をもたらし得
るのか、さらに書き手の
自己変革を伴うエスノグ
ラフィを書くことが、書き
手と社会の間にどのよう
なつながりを生み出す
のかについてともに考え
てみたいと思います。  

エスノグラフィは社会
に何をもたらし得る
のか 


	�２０１２年度地域研究コンソーシアム共同企画講義� 「エスノグラフィを書く」�
	スライド番号 2

